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第 2節  異 常南の発生に対する効果

穂字期の稲を冷温処理 した場合,処 理中から開

花に至るまでの生育各期に綺ならびに花粉に種々

の異常が発現することが知られている
26,55,56,7り
。こ

こでは,小 胞子初期におけるタペ
ー ト肥大,小 胞

子後期における偏平斎胞ならびに小胞子発育不良

斎胞,花 粉完成期におけるプロリン含量の低下に

着目し、これらの異常の発現が推肥施用によって

抑制されるかどうかを明らかにして前節の結果の

裏付けを得ようとした。

材料および方法

前節の1976年の試験における穂字期葉身N%が

ほぼ等しい推肥区と無堆肥区の材料について調査

を監った。

すなわち,冷 温処理終 了 日に葉耳間長が一

5.0～ O cmの1次分げつを採取し,穂の中位 1次 技

梗における先端から3, 4, 5番 目の頴花を取っ

て FAA(ホ ルマ リン,酢酸,50%エ タノールの 5:

5:90混 液)で 固定した。後 日これらの頴花をパ

ラフィン包埋 して10～15μの横断切片を作成し,シ

ッフの試薬で染色,カ ナダバルサンで封 じて永久

プレパラー トを作成した。それらの中から発育段

階が小胞子初期および小胞子後期の良好なプレパ

ラー トをそれぞれ 7～ 9枚 ずつ選び出し,タ ペー

ト肥大,編 平綺胞ならびに小胞子発育不良綺胞を

Fig.44‐l Loculi with tapetal hypertrophy(Cross setion).

Notes  T:Hypertrophy of tapetal tissuc.

Left i Balloon typeo Right i Crescent type.

Fig.44‐2 Loculi with abnorrnal microspores.(CrosS Section).

NOtes  F i Flat loculus、vith flat rnicrospores.

S i Microspores stopped to gro、v.
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天野 高久 :水稲の冷害に関する作物学的研究

Fig.45 Thin layer chrOmatOgrams of free

a■lino acids  extracted  from  the

anthers of rice plants grOwn in differ‐

ent conditions.

Notes A:WithOut cooling, with cOmpost

application.

B:Without c0011■ gドvithout cOmpost

application.

C:Cooled at the booting stage, with

compost applicatiOn.

D:COOled at the booting stage,with―

out compOst application.

Pr i Spot fOr proline.
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